
APR. 2014 

名古屋市のごみ事情 
 Waste Management in Nagoya 

201４年４月 

Waste Reduction Promotion Office 

Environmental Affairs Bureau, City of Nagoya  

名古屋市環境局減量推進室 



名古屋の概要 

名古屋市 
Nagoya 

東京都 

Tokyo 

（Metropolis） 

京都市 

Kyoto 

人 口：2,266,851 人 

世帯数：1,023,428 世帯 

面 積：326.43 kｍ2 

 
City of Nagoya 



増え続けるごみ量 
In 1990s, amount of waste kept increasing 
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「愛岐処分場」（岐阜県多治見市） 

埋立可能区域 

1,998年度当時、あと２年 
少々で満杯になる見通し 
 

Aigi Landfill Site, Tajimi City, Gifu Pref. 

Unused landfill space  



焼却処理の限界 

（1998年5月） 



藤前干潟の
埋立断念 

最終計画区域  

当初計画区域  

「藤前干潟」と
埋立計画区域 

Construction plan of 

a new landfill site 

abandoned in 1999 

Area designed by 
the original plan  

Fujimae Tidal Flat 

   as a candidate 

landfill site 

Area designated 
by the final plan  

（1999年1月） 



「ごみ非常事態宣言」 

1999年2月「ごみ非常事態宣言」 

市民・事業者・行政の協働の取り組み 

新たな処分場の確保、徹底的なごみ減量 

20世紀中に20％、20万トンのごみ減量 

焼却・埋立の限界 

トリプル20 

処分場があと2年少々で満杯に！ 
焼却工場が閉鎖に！ 

“Emergency Announcement for Waste Reduction” 



主な減量対策 

 ●空きびん・空き缶収集の全市拡大（9区→16区） 

  ●ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製・紙製容器包装の分別収集開始 

  ●集団資源回収等への支援強化 

  ●指定袋制の導入 

家庭系 

事業系 

  ●産業廃棄物の全面受入中止 

  ●全量有料化 

  ●指定袋制の導入 

Household waste 

Business waste 

Newly taken measures 

（1999年5月～） 

（2000年8月～） 

（2000年4月～） 

（1999年10月～） 

（1999年10月～） 

（1999年10月～） 

（2000年4月～） 



新資源収集開始に伴う 
市民への広報・啓発（2000年度） 

事前周知と 
説明会 
 「広報なごや」
の配布（3・4・
6・8月号） 

地域説明会を
約2,300回実施
（6・7月） 

約21万人の 

  市民が参加 

地域での説明会風景 



新資源収集開始に伴う 
市民への広報・啓発（2000年度） 

広報の方法・ 
媒体 
広報なごや、 
パンフレット、 
ポスター等 

説明ビデオ、新聞
広告、テレビ・ラジ
オCM、テレビ・ラ
ジオ市政番組、広
報誌掲載、 

映画館での
ニュース、地下
鉄・市バスへのポ
スター掲示、等 

各種分別の手引き書 



市民の混乱と戸惑いを報道するマスコミ 



分別・リサイクルに取り組む市民 
 Citizens engaged in sorting  

and recycling of garbage  
 

             住民、地域役員の奮闘 
 Citizens and local community staff  

fighting for recycling  
 



市民による古紙資源の回収 
 Recyclables collection by local community-organized 

recycling groups    

C:/Documents and Settings/sator/Local Settings/Temporary Internet Files/Content.IE5/Local Settings/Temporary Internet Files/Content.IE5/各課室フォルダ/⑥減量推進室/@減量推進室共有/アルバム（写真集）/リサイクルステーション（オズモール大曽根商店街）/その他（人あり）/DSCF0005.JPG


「ごみ非常事態宣言」後の成果 
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Outcome of Emergency Announcement 

 ごみ処理量  
Amount of waste treatment 

資源分別量 Amount of collected recyclables 

2年間で23% 
という大幅なごみ 

減量を達成  
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リデュース（発生抑制） 

15 

循環型社会の仕組み（考え方） 

 21世紀の循環型社会は「リサイクル社会」とは違います。 

 「リサイクル」は手間と経費がかかり「万能」ではないからです。 

３Ｒ 

リユース（再使用） 

リサイクル（再生利用） 

熱回収 

適正処分 

循
環
的
利
用 

１ 

２ 

３ 

1番目に大切なことは、「ごみ」 

も「資源」も元から減らす「リ 

デュース（発生抑制）」 

 

そして、３番目に「リサイクル 

（再生利用）」 

 

２番目は、できるだけ手を加え 

ないでそのまま使う「リユース 

（再使用）」 

 

（循環型社会形成推進基本法より） 



レジ袋有料化 
 消費者が買い物 事業者（スーパー等） 

３Ｒ推進協議会（市民・事業者・行政） 

レジ袋有料化還元基金 

独自還元 

協定 地域貢献活動等 

・園庭の芝生化 

・緑のカーテン 

レジ袋の代金 

レジ袋有料化 

寄付 

参加店舗数 
1,255 
(2013.4月時点) 

レジ袋削減枚数 

約３億1,000万枚/年 

ＣＯ２削減量 

約12,00０トン/年 

など 

最近の取組① 

（全市2009年4月～） 



回収拠点（店舗） 

精製されたバイオディー
ゼル燃料を購入し、市ご
み収集車や市バスに使用 

（廃食用油） 

精製 

業者 

市民 

（市ごみ収集車３両） （市バス２両） 

500ミリリットル入りの 

ペットボトルで店舗へ持ち込み 

名古屋市が契約している精
製業者へペットボトルを引
き渡し 

名古屋市 

回収量 [ℓ] 

2010年度 5,335 

2011年度 15,316 

2012年度 32,311 

Collection centers (stores) 

Refiners 
Citizens 

Nagoya City 【試算】 

ごみ収集車 

地球約1.4周分に 

相当 

  (燃費4.2km/ℓ) 

(used 
cooking oil) 

最近の取組② 

（全市2012年10月～） 



小型家電リサイクル事業 

市民（消費者） 

有用な金属（銅・貴金属・レアメタル）を資源として有効活用するため、
小型家電を回収し、リサイクルする。 

最近の取組③ 

総合スーパー 

公共施設等 

認定事業者 

名古屋市 

回収ボックス 金属精錬業者 
広報 

ボックス
設置 

売却 

契約 

循環利用 

ﾊﾟｿｺﾝ 携帯電話 ﾄﾞﾗｲﾔｰ DVDﾌﾟﾚｰﾔｰ 
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ
ｶﾒﾗ 時計 電子辞書 

品
目
例 

鉄 

アルミ
ニウム
銅等 

貴金属
ﾚｱﾒﾀﾙ
等 

(2014年2月～(予定)) 



Oxbirds feeding 
採餌するハマシギ  

Certificate 認定証  

藤前干潟のラムサール条約登録 
 Fujimae Tidal Flat  registered as a Wetland of 

International Importance under the Ramsar Convention  
 
 



COP10（生物多様性条約第10回締約国会議）の開催 
The 10th Meeting of the Conference of the Parties to the 

Convention on Biological Diversity (CBD COP10) 

 
2010年10月  

  180の締約国、ＮＧＯなど 

13,000人以上が参加 

  

・「名古屋議定書」 

・「愛知ターゲット」が採択 

  ・Adoption of the Nagoya Protocol on ABS 

・Adoption of Strategic Plan for Biodiversity 2011-2020 

  

October 2010  

  Participation of more than 13,000 
representative from 180 CBD 

Parties, NGOs, etc.  



ご清聴ありがとうございました。 

循環型社会の実現に向け、 

「環境首都なごや」を 

目指します！ 

Thank you.  

Toward a development of 

recycling-oriented society, 

Nagoya aims to be the 

Environmental Capital of Japan 

 


